








要約:クラインフェルター症候群(47, XXY 症候群)の病因責任遣伝子は、現在不明である。

X不活化を受けない遺伝子はすべて病因候補遣伝子となるが、 われわれは2つの遺伝子(擬

常染色体成長決定遺伝子及び RPS4X)の遺伝子量効果及び染色体対合不全の関与を検討し

た。


